
 

 

 

 

奇跡の祈り。 

  

 

２０１１年３月１１日を軸に、世界は日常を維持することが実は奇跡であることを知るよう

になった。日本列島は脆弱な大地の上に立ちまた同時に、制度が作った不可能の神

話の象徴である原子力発電所に囲まれ、現実にはどの瞬間にも日常の延長が想像の

上での絶対でしかないことを認識するようになった。 

  

東京から南西にわずか二百キロにも満たないところに位置する遠州灘に拡がる日常の 

風景が、奇跡の連続によってかろうじて成立していることを多くの人間が今理解し、 

制度が不可能の神話を認識しない限りその奇跡が永遠に続くことを祈るしかなくなっ 

ている。 

  

今日の、私たちの身体とともにある意識の存在の明日への継続は、あくまでもはかな 

いこの世の想像の上で認識するしかない。だから「ありし日の遠州灘」という２００７年

に制作した作品を通して特にこの瞬間にも、浜岡原発の操業を停止させようとしない 

中部電力の狂気の意志によって生き続けることになっている。 

  

奇跡の祈り、それだけがほんとうに私たちに残された未来への選択肢なのだろうか？ 

 

 

 
平川典俊 
  
２０１１年３月２7日 

 


